
1

令和４年度当初予算案の要点

大野市

○令和４年度は、第六次大野市総合計画の２年目となる。将来像である「人がつながり地

域がつながる 住み続けたい結のまち」を実現するため、「①こども」「②健幸福祉」「③

地域経済」「④くらし環境」「⑤地域づくり」「⑥行政経営」の６つの分野で定める基本目

標に向かって、各種施策を着実に進める。

○「高速交通アクションプログラム」「健康のまちづくり」「大野ですくすく子育て応援パ

ッケージ」の３つの重点プロジェクトをバージョンアップするとともに、「デジタル化」

「脱炭素」「地域づくり」「移住定住」といった施策を推進する。また、「新しい時代の学

び舎づくり」として教育環境を整備し、魅力ある大野らしい教育とあらゆる世代に開か

れた生涯学習の機会提供に取り組む。

○行政の継続性を確保する事業や必要な施設の修繕等について計上した。

○財源の確保と歳出予算の重点化に取り組み、財政の健全化に努めた。

【予算案の概要】

（１）予算規模

・ 一般会計は、前年度当初予算と比較して２．４％増の１７２億７，８００万円とな

った。（予算規模は過去８番目）

予算が増額となった主な要因としては、「大野市小中学校再編計画」に沿った教育環

境整備や新型コロナウイルス感染症対策、デジタル化への取組みなどの実施が挙げ

られる。

新規事業としては、第六次大野市総合計画の各分野でソフト事業を中心に３６事業を

立ち上げ、市民や団体、企業などと協働し、持続可能なまちづくりに全力で取り組む。

また、新型コロナウイルス感染症対策では、新型コロナウイルスワクチン接種事業

をはじめ、感染症対策や市民・事業者への支援、デジタル化など３６事業に、総額

２億４千万円を計上した。国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金な

どを活用し、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図っていく。

歳入では、市税が７．８％増の３８億２，７４８万６千円、地方交付税は１．７％

増の６０億５，０００万円を見込み、市債は６．７％減の８億９，７１０万円とし、

財政の健全化に努めた。

・ 特別会計は、前年度当初予算と比較して１．１％減の８２億７１３万５千円、企業

会計は、２．６％減の２１億８，４１１万８千円となった。

・ 全会計の総計は、前年度当初予算と比較して０．９％増の２７６億６，９２５万３

千円となった。

第六次大野市総合計画の２年目であり、市民と市の協働で、住み続けたい結のまちづ

くりを着実に進めていく。中部縦貫自動車道大野油坂道路の開通が目前となり、新型コ

ロナウイルス感染症対策をしつつ、デジタル化や脱炭素にも取り組み、地域経済の活性

化や健幸づくり、子育て応援、学び舎づくりなどの施策を展開する。行政の継続性を確

保する事業や必要な施設修繕等を計上し、財源の確保に努め、財政の健全化を図った。
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（単位：千円、％）

（２）主要事業 （右端は当初予算(案)説明資料のページ及び総合計画の分野番号）

〔重点プロジェクトのバージョンアップ〕〔重点プロジェクトのバージョンアップ〕

Ⅰ．高速交通アクションプログラム

高速交通網の整備を最大のチャンスと捉え、地域経済を活性化させるための施策を

さらに進めていきます。

Ⅱ．健康のまちづくり

赤ちゃんからお年寄りまで、市民が健康でイキイキと暮らしていくための施策をさら

に充実して取り組みます。

Ⅲ．大野ですくすく子育て応援パッケージ

若い人たちが、大野で結婚したい、子育てをしたい、住み続けたいと思えるための施

策をさらに充実して取り組みます。

会計区分 ４年度当初 ３年度当初 増減額 増減率

一 般 会 計 17,278,000 16,874,650 403,350 2.4

特 別 会 計 8,207,135 8,298,291 △91,156 △1.1

企 業 会 計 2,184,118 2,241,967 △57,849 △2.6

計 27,669,253 27,414,908 254,345 0.9

新規 ○稼ぐ力応援事業 11,171 千円 20ｐ③

・越前おおの産業ブランド向上戦略に基づき、現状分析や実践的な取組み

を行う事業者を支援

継続 ○園芸作物生産促進事業 1,283 千円 22ｐ③

・園芸作物の生産に必要な種苗や資材、機械、設備などの購入経費を補助

新規 ○越美北線観光利用促進事業 12,642 千円 21ｐ③

・駅舎装飾の実施やイベント列車の運行により魅力向上と利用促進を図る

拡充 ○日本一の星空発信事業 12,536 千円 21ｐ③

・六呂師高原の日本一の星空の観光活用を推進

拡充 ○健康づくり応援事業 44,095 千円 17ｐ②

・ヘルスウォーキングプログラムの実施拡大と健幸アンバサダーの養成

拡充 ○競技力向上対策事業 4,460 千円 19ｐ②

・県民スポーツ祭などへの選手派遣とスポーツ指導者の育成、支援

継続 ○子ども医療費助成事業 120,373 千円 12ｐ①

・20 歳までの医療費の自己負担分を助成（窓口完全無料化）

※19 歳～20 歳は県内の大学・専門学校などへ通学する学生対象

新規 ○子ども食堂見守り支援事業補助 3,025 千円 12ｐ①

・上庄子ども食堂での食事提供や見守り活動を補助

拡充 ○一時預かり・延長保育事業 41,290 千円 13ｐ①

・児童の一時預かりや延長保育を民間保育所等に委託

※第 2子以降、多胎児の利用料を無償化



3

〔各施策パッケージの推進〕〔各施策パッケージの推進〕

Ⅰ デジタル化

Ⅱ 脱炭素

Ⅲ 地域づくり

Ⅳ 移住定住

〔新しい時代の学び舎づくり〕〔新しい時代の学び舎づくり〕

〔新型コロナウイルス感染症対策〕〔新型コロナウイルス感染症対策〕

継続 ○デジタル政策推進事業 5,247 千円 31ｐ⑥

・行政業務の効率化やデジタル化に向けて民間企業の協力を得て取組みを

実施

臨時 ○和泉地域情報通信基盤整備事業補助 119,700 千円 32ｐ⑥

・和泉地区に超高速ブロードバンド環境を整備する事業者に補助

継続 ○脱炭素ビジョン策定事業 8,567 千円 25ｐ④

・大野市脱炭素ビジョンを策定（令和３～４年度）

臨時 ○公共施設太陽光発電等導入調査事業 8,976 千円 25ｐ④

・公共施設における太陽光発電設備などの導入調査を実施

拡充 ○結の故郷地域が輝く交付金事業 21,582 千円 29ｐ⑤

・地域課題解決の効果が期待できる団体による主体的な取組みを支援

臨時 ○豪雪地帯安全確保緊急対策事業 5,000 千円 29ｐ⑤

・大野市地域安全克雪方針を策定

拡充 ○来て見て住んで応援事業 10,519 千円 29ｐ⑤

・移住就職者への移住支援金の支給など

拡充 ○暮らし住まいづくり支援事業 7,605 千円 30ｐ⑤

・中古住宅の購入やリフォームに補助

新規 ○小中学校再編計画推進事業 3,328 千円 13ｐ①

・校区ごとの再編準備委員会を開催

新規 ○小中学校施設改修事業 166,638 千円 14ｐ①

・校舎や設備の改修に向けた調査や設計を実施

新規 ○いきいきわくわく学習事業 14,073 千円 30ｐ⑤

・大野市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習の情報と機会を提供

臨時 ○新型コロナウイルスワクチン接種事業 71,410 千円 17ｐ②

・予防接種法に基づき、新型コロナウイルスワクチンの臨時接種を実施

臨時 ○ふくいデジタルバウチャー実施事業 21,429 千円 20ｐ③

・「ふく割」を活用した電子割引クーポンを発行


